
横瀬町議会だより　87 号　平成 22 年 7月 15 日9



横瀬町議会だより　87 号　平成 22 年 7月 15 日 2

議長　関根　修副議長　若林スミ子

総務文教厚生常任委員長 
藤澤治美

　
５
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
若
林
ス

ミ
子
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
が

副
議
長
に
当
選
し
た
た
め
、
委
員
長

が
空
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

互
選
に
よ
り
後
任
と
し
て
藤
澤
治

美
議
員
が
委
員
長
、
副
委
員
長
に
若

林
ス
ミ
子
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教
厚
生
常
任

委
員
長
が
改
選
に
よ
り

交
代新任 議会事務局長

富田　等局長

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ　
　
　
　
　
　

横
瀬
町
議
会
議
長

　
関
根

　
修

　

去
る
五
月
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
再
度
議
長
に
推
挙
い
た
だ
き
、

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り

ま
す
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
身
で
あ
り

ま
す
が
、
本
町
の
発
展
の
た
め
に

誠
心
誠
意
努
力
を
い
た
す
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
日
ご
ろ
よ
り
秩

父
地
方
の
強
い
協
力
関
係
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
、
秩
父
地
域

に
お
け
る
各
市
町
村
間
の
十
分
な

意
思
の
疎
通
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。

　

幸
い
に
、
秩
父
地
域
に
お
い
て

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に
よ
る
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
よ
り
具
体

的
な
協
力
関
係
が
で
き
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
さ
ら
に
秩
父

地
域
の
各
議
会
間
の
交
流
を
図

り
、
各
行
政
機
関
の
「
信
頼
」
の

構
築
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。 

　

ま
た
、
地
方
自
治
の
精
神
を
踏

ま
え
、
公
正
無
私
の
立
場
を
堅
持

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
、

町
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
町
議
会
は
、
執
行

部
と
と
も
に
、
町
民
の
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
、
安
心
安
全
な
町
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ

ひ
と
も
関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
し
、
議
長
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
22
年
５
月
19
日

安
心
安
全
な

町
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す

議長・副議長が改選

副議長を選出。ほか専決処分の承認と公平委員会委員の同意がされました。
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１.2.3.4.

子ども手当創設により条例を改正

正副議長選挙で関根　修議長、若林スミ子

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
よ
る
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
医

療
分
課
税
額
の
基
礎
課
税
額
に
係
る
課
税
限
度
額

に
つ
い
て
は
、
現
行
47
万
円
を
50
万
円
と
し
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に
係
る
課
税
限
度
額

は
、
12
万
円
を
13
万
円
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
町
民
負
担
は
、
全
体
で
約
70
万
円
増
と
な
り
ま

す
が
、
一
方
、
秩
父
郡
市
に
先
駆
け
て
低
所
得
者

へ
の
減
額
改
正
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
手
当
を
支
給
す
る
財
源
と
し
て
、
16
歳

未
満
の
扶
養
親
族
に
対
す
る
控
除
（
33
万
円
）
と

16
歳
〜
19
歳
未
満
の
上
乗
せ
部
分
（
12
万
円
）
を

廃
止
す
る
と
し
た
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
町

税
条
例
の
改
正
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
保
育
料
・
私
立
幼
稚
園
就

園
奨
励
費
・
国
保
税
・
介
護
保
険
料
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
た
な

申
告
は
「
個
人
の
町
民
税
に
係
る
給
与
所
得
者
の

扶
養
親
族
申
告
書
」
と
「
個
人
の
町
民
税
に
係
る

公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
」
で
す
。

　

子
ど
も
手
当
は
平
成
22
年
度
の
限
定
法
で
す

が
、
廃
止
さ
れ
た
控
除
分
が
元
に
戻
る
か
、
続
行

か
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
は
不
安
で
あ
り
、

よ
く
見
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１.

町
た
ば
こ
税
率
ア
ッ
プ
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

	

平
成
22
年
10
月
1
日
実
施
で
す
。

2.

非
課
税
口
座
内
上
場
株
式
等
の
譲
渡
に
係
る

　

	

町
民
税
の
所
得
計
算
の
特
例

（１）
口
座

1
0
0
万
円
以
内
と
し
、
少
額
取
り
引

き
に
配
慮
し
た
改
正
で
す
。

（２）
固
定
資
産
税
の
経
過
措
置

　

平
成
22
年
度
以

後
分
に
適
用
し
ま
す
。

総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
合
算
額
が
33
万

円
を
超
え
な
い
世
帯
は
、
被
保
険
者
均
等
割

額
、
世
帯
別
平
等
割
額
、
被
保
険
者
均
等
割

額
を
７
割
減
と
し
ま
し
た
。

総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
合
算
額
33
万
円

に
被
保
険
者
（
世
帯
主
除
く
）
１
人
に
つ
き

24
万
５
0
0
0
円
を
加
算
し
た
金
額
以
下
の

世
帯
は
、
被
保
険
者
均
等
割
額
、
世
帯
別
平

等
割
額
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
・

被
保
険
者
均
等
割
額
、
介
護
納
付
金
課
税
に

係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
を
５
割
減
と
し
ま

し
た
。

総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
合
算
額
33
万
円

に
被
保
険
者
（
世
帯
主
除
く
）
１
人
に
つ
き

35
万
円
を
加
算
し
た
金
額
以
下
の
世
帯
は
、

被
保
険
者
均
等
割
額
、
世
帯
別
平
等
割
額
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
・
被
保
険
者

均
等
割
額
、
介
護
納
付
金
課
税
に
係
る
被
保

険
者
均
等
割
額
を
２
割
減
と
し
ま
し
た
。

特
例
対
象
被
保
険
者
に
つ
い
て

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
軽
減
で
、
前
年

の
給
与
所
得
を

1
0
0
分
の
30
と
み
な
し
て

算
定
す
る
改
正
で
す
。

　

以
上
の
改
正
に
よ
り
、
町
負
担
は
約

1
8
0
万

円
と
な
り
ま
す
。

町
た
ば
こ
税
率
ア
ッ
プ
を
承
認

秩
父
郡
市
に
先
駆
け
て

低
所
得
者
へ
の
減
額
改
正

専決処分
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有
限
会
社
果
樹
公
園
あ
し
が
く

ぼ
の
状
況

　

支
配
人
が
数
ヵ
月
休
ん
で

い
た
が
、
そ
の
間
の
給
料
は
ど

う
し
た
か
。

　

病
気
休
暇
と
い
う
こ
と

で
、
会
社
の
就
業
規
則
に
よ
り

対
応
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

利
用
者
が
昨
年
よ
り
10
万

人
近
く
増
え
て
い
た
が
、
売
上

額
が
若
干
下
回
っ
た
原
因
は
。

　

景
気
が
悪
か
っ
た
こ
と

と
、
今
年
の
春
先
雪
が
降
る
等
、

天
候
が
悪
か
っ
た
こ
と
も
原
因

と
思
わ
れ
ま
す
。

平
成
21
年
度
横
瀬
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費

　

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
理

由
を
伺
う
。

　

地
方
自
治
法
施
行
令
で
、

「
当
該
年
度
の
予
算
を
翌
年
度

に
繰
り
越
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
５
月
31
日
ま
で
に
繰
越
計

算
書
を
調
整
し
、
次
の
会
議
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
。

《
５
月
臨
時
会
》

専
決
処
分
の
承
認

■
平
成
21
年
度
補
正
予
算

・	

一
般
会
計

・	

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

■
条
例
の
一
部
改
正

・	

横
瀬
町
税
条
例

・	

横
瀬
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

			

以
上
、
可
決

■
人
事

・	

横
瀬
町
公
平
委
員
会
委
員
に

		

村
越
文
雄
氏
を
選
任
（
選
任
に
同
意
）

　

欠
員
が
生
じ
た
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
６
月
定
例
会
》

■
補
正
予
算

・
平
成
22
年
度
横
瀬
町
一
般
会
計

■
条
例
の
一
部
改
正

・
横
瀬
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る	

	

条
例

・
横
瀬
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
お
よ	

	

び
休
暇
に
関
す
る
条
例

■
規
約
の
変
更

・
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約

■
そ
の
他

・
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
連
合
を
組	

	

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に	

	

つ
い
て

・
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を	

	

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少	

	

に
つ
い
て

	

以
上
、
可
決

■
人
事

・	

横
瀬
町
公
平
委
員
会
委
員
に

	

小
泉
和
夫
氏
を
選
任
（
選
任
に
同
意
）

　

９
月
13
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め

・	

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

	

村
越
久
雄
氏
を
推
薦
（
選
任
に
同
意
）

　

９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め

提
出
議
案
と
審
議
結
果
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　定住自立圏全体を対象として、当該圏域の将来
像や、定住自立圏形成協定に基づき推進する具体
的な取り組みを記載した「ちちぶ定住自立圏共生
ビジョン」が策定されました。
　これによると、平成 22 年度、平成 23 年度は、
秩父地域の医療体制の弱体化が懸念されているこ
とから、定住自立圏構想の特別交付税枠（１年間
で１億 2，500 万円分）を２年間の期間限定で重
点的に医療分野に振り分けることになりました。
　医療の確保は地域社会にとって最重要課題であ
り、横瀬町としても秩父地域の一員としてその責
務を果たさなければならない状況が現実であると
考えます。
　その内容は、当圏域で締結済みの「医師・医療
スタッフの確保及び負担軽減」「緊急医療体制の
充実」「リハビリテーション体制の確立」の３項

ちちぶ定住自立圏共生ビジョンが策定

６月定例議会にて、一般会計で横瀬町負担分を補正
目で、具体的事業として「救急車の機能向上」「救
急輪番病院運営費補助金の割増」「救急体制維持の
ための主要 4病院選択メニュー（Ａ ･Bメニュー）」
「救急輪番担当病院周辺での休日準夜帯の薬局の
開設」「救急患者に対するリハビリテーション体制
の充実」の６事業に対し重点的に配分します。今
回の定例会において 1,800 万円が横瀬町負担分と
して補正されました。（横瀬町の負担は 2，000 万
円ですが、1,800 万円は国より交付され実質 200
万円の持ち出しとなり
ます）
　右の図は定住自立圏
特別交付税枠の配分の
イメージです。

６月定例会

な
ぜ
、
人
口
減

人
口
増
対
策
は
？

大野 雄議員

秩
父
地
域
の
連
携
に
よ
り

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

人口対策
　

人
口
減
が
顕
著
だ
が
、
原

因
と
人
口
増
対
策
を
ど
う
す
る

か
。
企
業
誘
致
が
難
し
い
中
、

自
然
環
境
を
生
か
し
、
福
祉
で

生
き
る
道
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　

町
長
・
副
町
長　

町
の

人
口
は
平
成
12
年
か
ら
見
る
と

７
３
６
人
減
り
、
本
年
度
４
月

は
９
２
７
５
人
で
す
。
少
子
化

は
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り
、
人

口
減
は
定
住
自
立
圏
構
想
に
よ

る
秩
父
地
域
の
連
携
に
よ
り
、

魅
力
が
あ
り
、
絆
の
強
い
、
希

望
に
満
ち
た
町
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

課
題
と
な
っ
て
い
る
医
療
は
、

定
住
自
立
圏
構
想
の
中
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
町
営
住
宅
は
子
育
て

向
き
か
、
高
齢
者
向
け
か
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
安
心
し
て
住
め
る
地
域
が

一
番
す
ば
ら
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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一般質問

町
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

藤澤治美議員

町
公
共
物
管
理
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
管
理
し
て
い
ま
す

道　路

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

若林スミ子議員

新
た
な
支
援
対
象
と
し
て

2
0
0
名
増
え
ま
し
た

子育て

◆
ご
み
袋
代
の
値
下
げ
・
無

料
化
は

　

町
は
広
域
組
合
に
ご
み
処

理
事
業
費
８
０
０
０
万
円
余
を

負
担
し
、
地
方
交
付
税
も
交
付

さ
れ
、
か
つ
町
民
は
ご
み
袋
代

を
払
っ
て
い
る
。
広
域
組
合
の

借
金
も
大
幅
に
減
る
状
況
な
の

だ
か
ら
ご
み
袋
代
は
値
下
げ
か

無
料
に
で
き
な
い
の
か
。

　

赤
道
と
言
わ
れ
て
い
る
道

路
の
管
理
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

建
設
課
長　

赤
道
と
は
明
治

は
到
底
無
理
な
こ
と
か

ら
、
以
前
よ
り
地
区
の
皆

さ
ん
に
道
路
・
河
川
清
掃

等
で
維
持
・
修
繕
の
機
能

管
理
の
一
部
を
ご
協
力
い

た
だ
い
て
き
て
お
り
、
今

後
も
町
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
管
理
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
根
古
屋
城
址
公
園
の

将
来
像
に
つ
い
て

　

根
古
屋
城
址
公
園
を

町
の
さ
ら
な
る
観
光
促
進

に
役
立
て
る
た
め
の
将
来

像
を
問
う
。
ま
た
、
駐
車

場
は
ど
う
か
。

　

振
興
課
長　

自
然
の
地
形
を

利
用
し
た
砦
状
の
城
址
で
あ
り
、

西
の
郭
、
東
の
郭
、
山
頂
の
郭

　

振
興
課
長
・
ま
ち
経
営
課

長

　

町
の
ご
み
処
理
事
業
費
負

担
は
、
こ
こ
10
年
間
、
年
平

均
８
７
０
０
万
円
払
っ
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
度
の
地
方
交

付
税
の
清
掃
費
は
概
算
で
約

４
７
８
６
万
円
入
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
広
域
組
合
の
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
費
な
ど

の
借
金
返
済
は
平
成
23
年
度
約

５
億

7
8
6
0
万
円
だ
っ
た
が

平
成
24
年
度
は
約
４
６
0
0
万

円
と
な
り
一
区
切
り
つ
き
ま
す
。

　

町
長

　

負
担
軽
減
の
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
、
組
合
管
理
者
（
秩

父
市
長
）
と
し
て
は
、
ご
み
袋

は
今
年
度
中
の
値
下
げ
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

時
代
以
前
に
自
然
発
生
的
に
形

成
さ
れ
て
い
た
か
、
地
域
の
住

民
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
里
道

等
で
、
明
治
初
期
の
公
図
で
は

赤
く
塗
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

こ
う
呼
ば
れ
、
い
わ
ゆ
る
地
図

上
の
表
記
の
俗
称
で
す
。
現
在

の
公
図
上
で
「
道
路
」
と
標
示

さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
以

前
は
国
有
財
産
で
し
た
が
、
地

方
分
権
一
括
法
に
よ
り
身
近
な

市
町
村
で
管
理
す
る
と
い
う
施

策
が
展
開
さ
れ
、
当
町
も
平
成

15
年
ま
で
に
所
有
権
を
取
得
し

た
こ
と
か
ら
、
町
条
例
に
基
づ

き
財
産
・
機
能
管
理
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

 

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
町
内
全
域

を
網
羅
し
て
い
る
た
め
、
管
理

者
だ
け
で
す
べ
て
管
理
す
る
の

の
３
ヵ
所
の
ポ
イ
ン
ト
を
結
ん

で
、
平
成
20
年
度
に
遊
歩
道
整

備
を
し
ま
し
た
。
現
在
、
こ
こ

は
埋
蔵
文
化
財
の
包
蔵
地
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
城
址
と
い

う
歴
史
的
な
文
化
財
で
す
の
で
、

調
査
の
結
果
が
出
な
け
れ
ば
観

光
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
駐
車
場
は
根
古
屋
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
一
部
に
つ

く
る
予
定
で
す
。

　

教
育
次
長　

平
成
21
年
度
の

発
掘
調
査
の
結
果
は
、
「
広
報
よ

こ
ぜ
４
月
号
」
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
発
掘
調
査
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

今
後
の
方
向
性
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

地域住民が通る赤道　

本
年
４
月
か
ら
児
童
手
当

に
か
わ
る
子
ど
も
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
年
齢
制
限
が
中

学
三
年
生
終
了
ま
で
と
な
り
、

所
得
制
限
は
な
し
と
い
う
こ
と

で
、
新
た
に
対
象
と
な
る
人
数
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一般質問

ふ
る
さ
と
意
識
の
醸
成
は

大野　守議員

ふ
る
さ
と
教
育
に
、
よ
り
一
層

努
め
て
い
き
た
い

人　口
　

今
春
の
秩
父
地
域

に
あ
る
高
等
学
校
は
す

べ
て
定
員
割
れ
と
な
っ

た
。
卒
業
生
の
３
割
は

秩
父
地
域
外
へ
行
く
。

　

人
口
も
経
済
も
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
し

ま
う
が
、
こ
の
事
実
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
意
識
の
醸
成

は
ど
う
か
。

　

教
育
長

　

学
区
を
全

廃
し
た
な
ど
の
制
度
上

の
こ
と
も
あ
り
、
現
状

は
難
し
い
。
親
の
「
少

し
で
も
よ
い
高
校
へ
」
と
い
う

考
え
も
反
映
し
て
い
る
と
思
う
。

副
読
本
や
総
合
学
習
な
ど
で
「
ふ

る
さ
と
教
育
」
を
な
お
一
層
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
何
人
く
ら
い
に
な
る
か
。
ま

た
、
事
務
手
続
の
状
況
を
伺
う
。

　

い
き
い
き
町
民
課
長　

当
町

の
子
ど
も
手
当
の
対
象
者
は
、

６
８
８
名
で
、
そ
の
う
ち
、
年

齢
拡
大
で
、
12
歳
ま
で
が
15
歳

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
児
童

手
当
の
と
き
よ
り
対
象
が
約

２
０
０
名
増
加
し
ま
し
た
。
そ

の
方
々
に
は
認
定
請
求
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
９
月
30
日
ま
で
に
手

続
を
す
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

４
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

小
泉
初
男
議
員
も
一
般
質

問
を
し
ま
し
た
が
、
原
稿

提
出
が
な
か
っ
た
た
め
、

質
問
の
み
掲
載
し
ま
す
。

質
問

○
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り

に
つ
い
て　

５
年
、
10
年
、
20
年
、

50
年
後
の
町
の
イ
メ
ー
ジ
、

構
想
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
具

体
的
な
思
案
を
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
づ
く
り
方
針

の
、
短
期
・
中
期
・
長
期

の
計
画
に
つ
い
て
、
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。

◆
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
拡

大
は

　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
札

所
と
並
ん
で
観
光
の
目
玉
と
な

り
う
る
と
思
う
。
ま
だ
ま
だ
増

え
る
要
素
が
あ
る
と
期
待
し
て

い
る
。
町
中
に
も
っ
と
広
げ
ら

れ
な
い
か
。

◆
乳
が
ん
検
診
等
の
無
料
化

の
継
続
は

　

女
性
特
有
の
乳
が
ん
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
配
布
事
業
は
継
続
し
て
実
施

し
て
い
た
だ
け
る
か
伺
う
。

　

健
康
づ
く
り
課
長　

昨
年
度

か
ら
対
象
年
齢
を
決
め
、
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
、

検
診
率
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま

す
。
当
事
業
の
23
年
度
以
降
の

実
施
継
続
に
つ
い
て
は
、
23
年

度
予
算
編
成
の
折
に
検
討
し
ま

す
。

○
そ
の
他
の
質

問

　

子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
公
費

負

担

に

つ

い

て
、
口
蹄
疫
対

応
に
つ
い
て

横瀬町の子ども手当対象者は 688 名

　

振
興
課
長

　

都
合
上
、
横
瀬

町
観
光
協
会
と
町
と
で
協
議
し
、

平
成
23
年
度
ま
で
に
は
今
の
軒

数
で
い
き
た
い
。
行
政
と
し
て

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

芝
桜
の
時
間
外
来
園
者
に

つ
い
て
は
公
園
な
の
で
厳
格
に

せ
ず
、
お
も
て
な
し
の
心
で
実

施
で
き
な
い
か
。

　

振
興
課
長

　

今
年
の
反
省
点

を
踏
ま
え
て
実
行
委
員
長
に
提

案
し
て
み
ま
す
。

オープンガーデン No.28 若林氏の庭
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　三芳町・新座市の両議会では、住民の議会傍

聴の機会を増やすために、休日・夜間帯に議会

開催日を取り入れる工夫をし、議員の一般質問

だけではなく行政運営を知る上で不可欠な予算

や、事業の推進等、活発に質疑されるよう勉強

しています。

　議会の規模も各自治体で異なるので一概に同

じようにとはいかないと感じましたが、住民の

信頼を受けて働いている以上、活発な議会運営

が望まれると感じました。

　当町でも住民生活に密着した課題が出たとき

には関心度も高く、傍聴に見える方々も多かっ

たようです。

　今後も議会一丸となって実施できるよう試行

錯誤を重ねていきます。

視察報告　若林スミ子

休日議会等開催で開かれた議会運営
三芳町議会・新座市議会

あいさつで　つながれひろがれ　えがおのわ
	 岩川敏幸（横小３年）

おはようの　あいさつとびかう　元気な横瀬
	 浅見皓也（横小５年）

こんにちは　明るいあいさつ　地域の輪
	 石橋秀人（横中３年）

花も咲く　人も明るい　町づくり
	 千島典子（一般）

視察御礼挨拶をする議長（新座市議会にて）

1. 視察日	 平成 22年５月 25日（火）
2. 場　所	 埼玉県三芳町議会・新座市議会
3. 目　的	 開かれた議会運営と議会活動の		
	 活性化を図り、住民の議会傍聴		
	 の機会を増やすための調査
4. 参加者　	 議員９名　議会事務局２名

　

鳩
山
政
権
の
崩
壊
に
よ
り
、
副
総

理
、
財
務
相
を
務
め
て
い
た
菅
直
人

氏
が
新
首
相
に
指
名
さ
れ
、
菅
内
閣

が
発
足
し
た
。
首
相
交
代
に
よ
り
今

後
の
日
本
の
政
治
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
の
か
注
意
深
く
見
極
め

た
い
と
思
う
が
、
ま
ず
国
債
の
増
発

を
や
め
る
こ
と
。
国
債
の
増
発
は
後

世
に
ツ
ケ
を
回
す
以
外
の
何
物
で
も

な
い
か
ら
だ
。
こ
の
議
会
だ
よ
り
が

届
く
こ
ろ
に
は
参
院
選
は
終
わ
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
選
挙
公
約
に
つ
い

て
は
財
源
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ど
う

か
、
実
現
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
し
、

選
挙
目
当
て
で
は
な
い
政
策
を
期
待

し
た
い
。
私
た
ち
が
求
め
た
い
の
は
、

本
当
に
国
や
国
民
を
愛
し
、
熱
く
政

策
を
語
れ
る
政
治
家
で
あ
り
、
そ
ん

な
人
に
一
票
を
投
じ
た
い
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
の
大
野
守

議
員
が
都
合
に
よ
り
辞
任
さ
れ
、
新

た
に
若
林
新
一
郎
議
員
が
加
わ
り
ま

し
た
。（
A
）




